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ちは近代を支える思想 ( モダニズム ) には激しい敵





























































































に奉仕」(149 頁 ) するものとして設けられ、その居
住者たちは、ドイツ民族の純粋性保持を究極の目標







































































































































































あったと述べるのである ( 以上、225-226 頁 )。この
ことは、「自然」の原理は、あるべき「民族」の像
が先に定まっていないかぎり、その空間的広がりは
定まらない、ということを意味するのではなかろう
か。つまり、「民族」原理が存在しないと、本書で
いう「自然」の原理は生まれてこないのである。
　この意味で、「民族」の原理と「自然」の原理と
が根本的に同一であったとはいいがたいであろう。
「民族」原理を追求する民族至上主義の発展過程に
おいて、その「民族」が守るべき理想の「自然」が
定まった。ここに、民族至上主義が、ドイツ民族の「自
然」を追求する生改革運動を中に取り込む余地が生
じてくる。逆にいえば、「自然」原理の中には、「民
族」の原理と全く無関係な部分、つまり必ずしもド
イツ民族の自然のみを意味しない運動・思考も存在
できたと考えられるのである。普遍的な、地球とい
う自然を理想とする生改革運動も存在しえたのでは
なかろうか。これが、「民族」と「自然」との合致
が部分的であったという後者の点を意味する。
　以上のように考えると、近代ドイツ史に「原理主
義」という概念を敢えて適用する意義というのが不
明瞭になってくるのである。まず「民族」を追求す
る民族至上主義があり、それが「自然」を追求する
生改革運動の、ドイツ「民族」への帰依に共鳴する
思考を部分的に取り込んだ、という形でもし説明づ
けられてしまうのならば、本書でいう近代ドイツの
「原理主義」とは、民族至上主義の一種の発展形態
に過ぎなくなってしまう。
　また、原理主義の大きな特徴として、救済宗教と
しての側面が強調されている。しかし、此岸的救済
のイデオロギーについては民族至上主義自体有して
おり、やはり原理主義は民族至上主義の延長線上に
あるという論を補強する。近代ドイツにおける宗教
の活性化という問題は、わざわざ「原理主義」とい
う用語を使用しなくとも、「民族至上主義」の観点
から説明しうるのである。
　結局、近代ドイツの原理主義は、民族至上主義の
発展形態としての性格があまりに強いために、学問
に「原理主義」という用語を使用すること自体忌避
する研究者がいる状況の中で、この用語を敢えて使
用する意義と説得力とが稀薄に感じられてしまうの
である。極端なことをいえば、本書で明らかにされ
た「原理主義」は、「超・民族至上主義」とか「ウ
ルトラ・フェルキッシュ」と呼んでも同様のことを
表現しうるのではなかろうか。
　繰り返し強調しておくが、本書は近代ドイツの歴
史像を総合的に捉えるという課題については、成功
をしている。また、歴史学に原理主義という概念を
適用する利点については全く異存ない。近代化と宗
教との逆説的な関係を鋭く指摘したことも実に見事
である。「原理主義」の概念が近代ドイツ史に限らず、
あらゆる近代史研究の進展に非常に大きなヒントを
与えるという点で、本書が歴史学全体に持つ意義は
非常に大きいといえるであろう。しかし、結局本書
で具体的になった近代ドイツの「原理主義」とは、「民
族至上主義」の発展形態の謂いに過ぎないのではな
いか。これが、評者が本書に対して抱く最大の疑問
点である。
　以上が本書に対する評価である。先述のごとく、
「原理主義」概念の適用の是非ひとつを取ってみて
も、本書が歴史学に対して有する意義は非常に大き
い。ただし、評者の力量ではその意義の十分の一も
表現できていない。ドイツ史を専攻している者に限
らず、歴史学に携わっている、あるいは歴史に興味
があるという人全てに本書を読んでいただきたい。
その上で、もしこの書評が読者自身の本書に対する
考察や議論のひとつのたたき台となれば、評者とし
て望外の幸いである。
( 後藤敦史 )	
